
事事例例 ：：ヒヒカカリリ株株式式会会社社

「「社社内内にに『『ももののづづくくりり大大学学』』をを開開校校しし、、

楽楽ししみみななががらら知知識識やや技技術術をを習習得得ででききるる仕仕組組みみをを提提供供すするる中中小小企企業業」」

・所在地：奈良県天理市 ・従業員数： 名 ・資本金： 億 万円

・事業内容：鉄鋼業

問問題題解解決決力力ややももののをを正正ししくく観観るる力力をを鍛鍛ええるる

奈良県天理市のヒカリ株式会社は、半世紀にわたってワイヤ製造を営む。文具・建材・自動車・電機などの幅広

い産業で、顧客の要望に合わせた特殊素材づくりを得意としている。田津原将智会長の「まずやってみる」との考

え方の下、様々なことに積極的にチャレンジし「経験や失敗から学ぶ」ことを企業文化とする。もう一つ大事にし

ているのが、「問題解決力」や「ものを観る力」。社員一人一人が自分で物事を考え、行動することが、品質改善や

顧客満足の向上につながるとの考えからだ。社員のノウハウを集約し、全員に共有することができれば、元来の強

みと技術力が相乗し、仕事にやりがいが芽生え、生き生きと働くきっかけになると考え、 年４月、社内に「ヒ

カリものづくり大学」を開講した。ものづくり大学はビジネスや科学の基礎を学び、問題解決力やものを観る力を

養うものである。「生涯学習」をうたい、従業員は、入社と同時に入学し、退職とともに卒業する。

将将来来はは人人事事考考課課ににもも反反映映

現在、講座数は 。開講以来、年３講座ほど増やしてきた。「ものづくり基礎ワイヤ編」、「リレーシーケンス講

座」、「エクセル初級 ７つ道具」、「見えないモノを見てみよう！」など、テーマは本業の技術に関わる科学の基

礎からビジネス関連など多岐にわたっている。経営企画室が社員からアンケートを取って、テーマを決めている。

受講は原則、就業時間内で行っているため、現場に負担が偏らないよう、１回当たりの受講者数数は３人～５人に

限定している。ものづくり大学の単位取得を将来的には人事考課に反映させていく予定である。さらに、今後は、

、 、カーボンニュートラルの講座を開き、自社工場の 化やカーボンニュートラルに対応した生産体制づ

くりにいかしていく。

売売上上げげににもも貢貢献献、、ブブラランンドド戦戦略略のの一一つつととししてて確確立立ささせせたたいい

社員の評判は上々で、「自分のやっている仕事の意味がようやく分かった。」という声も聞かれ、不具合のできる

原因・メカニズムを学ぶことで、自ら改善活動に取り組む従業員も増加した。毎年実施する社員満足度アンケート

でも、「ヒカリに将来性がある。」、「今後もヒカリで働きたい。」という声が多くなってきており、早くもものづく

り大学の成果が出てきている。さらに、 で動画を配信する「ヒカリものづくりチャンネル」を 年か

ら始めた。 の動画配信はホームページと合わせてブランディング戦略の一つとして開始した。 を

見たという新規の問合せも増えてきており、中には大企業が来訪することもあり、手応えを感じている。人材育成

のみならず、売上拡大にも効果を実感しており、「ヒカリと言えば、ものづくり大学と、ヒカリものづくり大学を

一つのブランドとして確立していきたい。」と安川剛史取締役経営企画室長兼品質管理・開発部長は語る。

ものづくり中級講座のニッケル

めっきの実験
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